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盆
の
芸
能

～
エ
イ
サ
ー
、
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
（
モ
ー
イ
）
と
ア
ン
ガ
マ
と
の
比
較
研
究
～

 Perform
ing Art of Bon

:Com
parative Study of  Eisa, 

 Shichigw
achim

oi and Angam
a

大
城

學

は
じ
め
に

祖
先
の
霊
（
祖
霊
）
を
供
養
す
る
盂
蘭
盆
（
盆
）
は
、
沖
縄
で
は
、
旧
暦
七
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
三
日
間
行
わ
れ
る
。

四
日
目
を
送
り
日
と
す
る
村
落
も
あ
る
。
盆
の
こ
と
を
沖
縄
諸
島
で
は
「
シ
チ
グ
ヮ
チ
」（
七
月
）
と
い
い
、
宮
古
諸
島
で
は
「
ス
ト

ゥ
ガ
チ
ィ
」（
七
月
）
と
か
「
カ
ン
ヌ
シ
ョ
ー
ガ
チ
ィ
」（
神
の
正
月
）
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
神
は
祖
霊
の
こ
と
で
あ
る
。
八
重
山
諸

島
で
は
「
ソ
ー
ロ
ン
」
あ
る
い
は
「
ソ
ー
ラ
ン
」
と
い
う
が
、
い
ず
れ
も
精
霊
の
意
で
あ
る
。

盆
の
一
週
間
前
の
七
月
七
日
は
「
タ
ナ
バ
タ
」（
七
夕
）
と
い
っ
て
、
こ
の
日
は
墓
に
詣
で
て
墓
前
に
花
、
酒
、
お
茶
や
菓
子
な
ど

を
供
え
、
線
香
を
と
も
し
て
香
炉
に
立
て
て
合
掌
し
て
、
祖
霊
に
七
夕
で
あ
る
こ
と
、
十
三
日
の
迎
え
日
に
は
家
に
お
招
き
す
る
旨
を

述
べ
た
後
、
墓
地
の
清
掃
を
す
る
。
タ
ナ
バ
タ
は
洗
骨
の
吉
日
と
い
わ
れ
て
い
て
、
洗
骨
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。

沖
縄
で
は
旧
暦
七
月
は
祖
霊
や
後
生
に
関
わ
る
こ
と
を
執
り
行
う
月
で
あ
る
の
で
、
こ
の
世
の
者
の
祝
い
事
、
例
え
ば
婚
礼
祝
い
、
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生
年
祝
い
、
新
築
祝
い
な
ど
は
や
っ
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

十
三
日
の
迎
え
日
に
は
、
仏
壇
の
両
脇
に
束
を
し
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
バ
ナ
ナ
、
ミ
カ
ン
、
ス
イ
カ
、
木
の
実
な
ど

の
果
物
や
菓
子
類
を
供
え
、
提
灯
を
下
げ
る
。
盆
の
三
日
間
は
三
度
の
食
事
と
間
食
を
供
え
、
祖
霊
を
も
て
な
す
。
ま
た
、
期
間
中
に

中
元
の
品
を
持
っ
て
、
仏
壇
の
あ
る
親
戚
を
訪
問
し
、
焼
香
す
る
。
こ
の
よ
う
に
盆
に
は
供
え
物
と
料
理
で
祖
霊
を
も
て
な
す
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
も
て
な
し
が
芸
能
で
あ
る
。
盆
踊
り
に
代
表
さ
れ
る
盆
の
芸
能
は
、
盆
に
訪
れ
る
祖
霊
を
慰
め
、
送
る
た
め

の
芸
能
で
あ
る
。
盆
の
芸
能
は
、
沖
縄
諸
島
で
は
エ
イ
サ
ー
と
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞

モ
ー
イ

（
七
月
舞
）、
宮
古
諸
島
は
上
野
宮
国
の
綱
引
き
、
八

重
山
諸
島
で
は
ア
ン
ガ
マ
と
獅
子
舞
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
エ
イ
サ
ー
お
よ
び
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
と
ア
ン
ガ
マ
に
つ
い
て
、
音
曲
と
踊
り
の
面
か
ら
比
較
考
察
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
エ
イ
サ
ー
と
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞

モ
ー
イ

（
一
）
盆
行
事
と
盆
踊
り

『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
四
「
念
仏
」
の
項
に
「
本
国
念
仏
者
、
万
暦
年
間
、
尚
寧
王
世
代
、
袋
中
ト
云
僧
（
浄
土
宗
、
日
本
人
。
琉

球
神
道
記
之
作
者
ナ
リ
）
渡
来
シ
テ
、
仏
経
文
句
ヲ
、
俗
ニ
ヤ
ハ
ラ
ゲ
テ
、
始
テ
那
覇
ノ
人
民
ニ
伝
フ
、
是
念
仏
ノ
始
也
」
と
あ
る
。

【
註
①
】

万
暦
年
間
は
、
一
五
七
三
～
一
六
一
九
で
、
尚
寧
王
の
在
位
は
一
五
八
九
～
一
六
二
〇
で
あ
る
。
袋
中
上
人
は
五
二
歳
の
と
き
に
中

国
行
き
を
志
し
た
が
目
的
を
達
せ
ず
、
一
六
〇
三
（
尚
寧
十
五
）
年
に
琉
球
へ
来
た
。
尚
寧
王
の
帰
依
を
得
て
、
那
覇
に
桂
林
寺
を
建
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て
て
住
持
と
な
り
、
袋
中
は
浄
土
宗
の
教
義
を
分
か
り
や
す
く
那
覇
の
人
民
に
教
え
た
と
い
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
（
念
仏

者
）
と
称
さ
れ
る
集
団
が
誕
生
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。
袋
中
上
人
は
三
年
間
の
滞
在
の
後
、
薩
摩
を
経
て
京
都
に
帰
っ
た
。

袋
中
の
教
え
は
、
彼
が
作
っ
た
と
い
う
和
讃
念
仏
に
よ
っ
て
わ
ず
か
に
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
集
団
に
よ
っ
て
伝
播
し
た
。
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー

は
、
中
世
的
な
遊
行
宗
教
芸
人
の
典
型
で
、
彼
ら
が
伝
え
た
念
仏
歌
は
盆
踊
歌
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
は
、
首
里
の

郊
外
の
ア
ン
ニ
ャ
村
（
安
仁
屋
村
。
行
脚
村
。
現
在
の
那
覇
市
首
里
久
場
川
町
の
一
部
）
に
住
み
、
葬
儀
や
法
事
が
あ
れ
ば
頼
ま
れ
て

鉦
を
打
ち
、
念
仏
歌
を
歌
い
、
と
き
に
は
経
文
も
読
ん
だ
。
僧
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
そ
の
代
わ
り
も
つ
と
め
た
。
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
の

活
動
は
、
琉
球
処
分
以
後
は
次
第
に
衰
微
し
た
が
、
戦
後
間
も
な
い
頃
ま
で
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
浄
土
系
の
遊
行
僧
た
ち
が
、
叩
き
鉦
を
打
ち
な
が
ら
、
新
仏
の
家
や
墓
を
巡
っ
て
は
踊
り
念
仏
を
演
じ
、
死
霊
を
鎮
め

て
あ
の
世
に
送
る
な
ら
わ
し
は
、
日
本
各
地
で
知
ら
れ
、
全
国
の
盆
踊
り
の
源
流
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。【
註
②
】
さ
ら
に
、

遊
行
僧
が
踊
り
先
導
し
た
盆
の
門
付
け
の
念
仏
踊
り
は
、
い
つ
し
か
ム
ラ
人
自
身
の
手
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。そ

の
後
、
エ
イ
サ
ー
・
七
月
舞
は
、
念
仏
や
門
付
け
歌
以
外
に
、
沖
縄
の
民
謡
や
そ
の
時
々
の
流
行
歌
（
野
遊
び
歌
を
含

む
）、
雑
踊
歌
（
舞
台
化
し
た
沖
縄
・
八
重
山
・
宮
古
諸
島
の
民
謡
を
含
む
）
な
ど
を
次
々
と
取
り
入
れ
て
踊
り
に
加
え
る
こ
と

で
、
芸
能
と
し
て
の
形
を
整
え
て
き
た
。
叩
き
鉦
は
、
太
鼓
に
置
き
換
え
ら
れ
た
り
、
太
鼓
と
混
じ
り
合
っ
た
り
し
た
。
さ
ら

に
、〔
中
略
〕
三
線
が
多
く
の
地
域
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

門
付
け
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
、
踊
り
は
ム
ラ
の
広
場
（
ア
サ
ギ
庭
（
ま
ー
）
や
校
庭
）
で
も
大
々
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
お
そ
ら
く
古
く
か
ら
エ
イ
サ
ー
・
七
月
舞
を
伝
え
る
地
域
も
、
明
治
中
期
に
入
っ
て
か
ら
現
在
の
姿
に
近
い
も
の
と
な
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っ
た
で
あ
ろ
う
。【
註
③
】

と
い
っ
た
変
遷
を
た
ど
っ
て
、
現
在
、
我
々
が
見
て
い
る
エ
イ
サ
ー
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

エ
イ
サ
ー
は
時
代
と
と
も
に
少
し
ず
つ
変
わ
り
な
が
ら
、
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
て
い
る
。
変
容
し
て
い
く
な
か
で
も
、
冒
頭
の

念
仏
歌
は
た
と
え
歌
詞
を
二
、
三
節
だ
け
歌
っ
た
に
し
て
も
必
ず
歌
い
踊
っ
て
い
る
。
盆
踊
り
が
盆
に
訪
れ
る
祖
霊
を
慰
め
る
芸
能
で

あ
る
こ
と
を
、
演
者
が
し
っ
か
り
守
っ
て
い
る
こ
と
の
証
で
あ
る
。

（
二
）
エ
イ
サ
ー
と
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞

エ
イ
サ
ー
と
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
を
隊
形
的
に
見
る
と
、
円
陣
の
輪
踊
り
と
縦
隊
の
行
列
踊
り
に
分
類
さ
れ
る
。

（
ア
）
円
陣
の
輪
踊
り

沖
縄
本
島
北
部
西
海
岸
（
大
宜
味
村
や
国
頭
村
）
で
は
、
歌
い
手
と
踊
り
手
は
女
性
の
み
の
エ
イ
サ
ー
・
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
で
、
手
踊

り
を
基
本
に
し
た
輪
踊
り
で
あ
る
。
十
数
曲
歌
い
踊
る
。
歌
い
手
数
名
は
、
チ
ヂ
ン
と
称
す
る
直
径
二
十
数
㎝
の
金
鋲
止
め
両
面
張
り

鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
歌
う
。
他
の
女
性
は
踊
り
な
が
ら
囃
子
を
歌
う
。
国
頭
村
宇
嘉
で
は
、
こ
の
踊
り
を
ヰ
ナ
グ
（
女
）
エ
イ
サ

ー
あ
る
い
は
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
と
い
い
、
十
数
名
で
緩
急
テ
ン
ポ
の
曲
を
交
互
に
歌
う
。

本
部
半
島
で
は
男
女
混
成
の
エ
イ
サ
ー
・
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
も
手
踊
り
を
基
本
に
し
た
輪
踊
り
で
あ
る
。
本
部
町
伊
野
波
で
は
、
こ
の

踊
り
を
エ
イ
サ
ー
あ
る
い
は
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
と
称
す
る
。
地
謡
が
歌
三
線
一
名
、
太
鼓
（
大
太
鼓
と
締
め
太
鼓
）
一
名
で
、
輪
の
中
央

に
位
置
す
る
。
地
謡
二
人
は
男
性
。
男
女
混
成
の
踊
り
手
二
十
数
名
が
輪
に
な
る
。
地
謡
の
歌
三
線
は
早
弾
き
の
曲
を
連
続
し
て
十
数

曲
演
唱
し
、
太
鼓
は
そ
の
曲
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
打
つ
。
歌
三
線
と
踊
り
手
が
掛
け
合
い
な
が
ら
歌
う
。
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（
イ
）
縦
隊
の
行
列
踊
り

主
に
本
島
中
部
に
分
布
し
て
い
て
、
男
女
混
成
で
構
成
さ
れ
る
。
歌
三
線
の
地
謡
数
名
は
男
性
が
つ
と
め
る
。
大
太
鼓
と
締
太
鼓
を

用
い
る
が
、
そ
れ
は
主
に
男
性
が
担
当
す
る
。
踊
り
手
は
男
女
混
成
で
あ
っ
た
り
、
女
性
だ
け
で
あ
っ
た
り
す
る
。
太
鼓
打
ち
に
踊
り

手
が
続
く
。
嘉
手
納
町
の
千
原
エ
イ
サ
ー
の
よ
う
に
出
演
者
す
べ
て
が
男
性
の
場
合
も
あ
る
。

う
る
ま
市
の
与
勝
半
島
の
エ
イ
サ
ー
は
、
片
面
張
り
の
鼓
、
パ
ー
ラ
ン
鼓ク

ー

を
担
当
す
る
男
性
二
十
数
名
に
、
踊
り
手
二
十
数
名
が
続

く
。
パ
ー
ラ
ン
鼓
打
ち
は
男
性
で
、
踊
り
手
は
男
女
混
成
で
あ
る
。
滑
稽
な
演
技
を
す
る
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
と
称
す
る
男
性
が
十
数
名
加

わ
る
。

（
ウ
）
エ
イ
サ
ー
と
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
の
曲
順

エ
イ
サ
ー
と
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
の
曲
順
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
分
類
が
あ
る
。
曲
の
構
成
も
分
か
る
分
類
な
の
で
引
用
す
る
。

【
註
④
】

①
出
羽
（
出
端
）

　
　

念
仏
歌
に
な
る
ま
で
の
入
場
や
道
行
の
曲
（
前
狂
言
を
含
む
）。
多
く
の
地
域
で
は
〈
唐
船
ど
ー
い
〉
の
旋
律
が
用
い
ら
れ
る
。

②
念
仏基

本
の
旋
律
は
各
地
と
も
同
じ
。
踊
り
手
衆
の
歌
う
掛
け
声
や
長
い
後
バ
ヤ
シ
が
付
く
点
な
ど
が
、
家
行
事
の
法
事
歌
と
は
異

な
る
。
短
い
〈
七
月
念
仏
〉
句
（
こ
の
部
分
は
、
門
付
け
歌
で
も
あ
る
）
や
、
長
い
〈
継
親
念
仏
〉
が
も
っ
と
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

だ
が
、
ほ
か
に
〈
長
者
流
〉〈
親
ぬ
御
恩
〉〈
御
譜
代
念
仏
〉〈
山
伏
念
仏
〉〈
畑
（
は
る
）
に
咲
く
花
〉〈
海
ぬ
ふ
か
か
ら
（
あ
る

い
は
、
あ
ま
か
ら
）〉
な
ど
が
ム
ラ
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
い
る
。
本
島
北
部
・
南
部
で
は
、
い
く
つ
か
の
念
仏
を
つ
ら
ね
る
と
こ
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ろ
も
あ
る
。「
七
月
念
仏
歌
」
の
歌
詞
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

継
親
念
仏

〔
歌
詞
〕 

 
 

 

〔
歌
意
〕

わ
ん
ど
ぅ
み
ー
ち
に
う
や
う
ら
ん 

 

私
は
三
歳
で
親
に
死
別
し
て

い
ち
ち
よ
な
た
く
と
ぅ
む
ぬ
う
み
て
ぃ  

五
歳
に
は
物
心
が
つ
き

な
な
ち
よ
な
た
く
と
ぅ
う
や
う
む
て
ぃ  

七
歳
に
な
っ
た
の
で
親
を
慕
っ
て

く
に
ぬ
さ
ま
ざ
ま
み
ぐ
り
わ
ん 

 

村
落
の
あ
る
だ
け
巡
っ
た
け
れ
ど
も

わ
う
や
に
る
ひ
と
ぅ
ち
ゅ
い
ん
も
ら
ん  

私
の
親
に
似
た
人
は
一
人
も
い
な
い

〔
以
下
、
省
略
〕

③
門
付
け

　
　

〈
サ
ウ
エ
ン
（
二
合
二
合
）〉
に
代
表
さ
れ
る
。
今
日
で
は
、
と
こ
ろ
に
よ
り
欠
く
場
合
も
あ
る
。

さ
う
え
ん
節

〔
歌
詞
〕 

 
 

〔
歌
意
〕

一
、
く
ま
ぬ
は
ん
し
め
ー
や  

こ
こ
の
お
婆
さ
ん
は

う
ち
む
ゆ
た
さ
ぬ 

 
 

心
掛
け
が
良
い
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い
ち
ご
ー
ぐ
ゎ
う
た
び
み
せ
ー
ら 

一
合
ほ
ど
下
さ
る
な
ら
ば

か
み
て
ぃ
み
ぐ
や
び
ら 

 
 

感
謝
し
て
巡
り
ま
し
ょ
う

サ
フ
エ
ン
サ
フ
エ
ン
サ
ー
サ
フ
エ
ン 

[

囃
子]

ピ
ー
ラ
ル
ラ
ー
ラ
ー
ラ
ル
ラ
ー
ラ
ー 

[

囃
子]

に
ん
ご
ど
や
に
ん
ご
ー 

 
 

二
合
だ
ぞ
、
二
合

い
っ
す
に
ん
ご
ー
さ
き
に
ん
ご
ー 

一
升
二
合
だ
、
酒
二
合
だ
ぞ

〔
以
下
、
省
略
〕

④
唱
え
ご
と

後
ハ
ヤ
シ
以
外
に
歌
詞
を
持
た
な
い
も
の
。
曲
と
曲
と
の
つ
な
ぎ
や
、
踊
り
の
停
止
を
予
告
す
る
符
丁
に
使
わ
れ
る
。
と
こ
ろ

に
よ
り
欠
く
場
合
も
あ
る
。

⑤
そ
の
他
の
曲
（
一
般
）

最
も
分
量
が
多
い
。
現
行
で
は
比
較
的
狭
い
地
域
に
分
布
す
る
も
の
や
、〈
ス
ー
リ
東
〉〈
と
ぅ
ー
た
ん
か
に
〉〈
久
高
〉
の
よ

う
に
き
わ
め
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
を
含
む
。

久
高
（
久
高
万
寿
主
節
）
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〔
歌
詞
〕 

 
 

 

〔
歌
意
〕

一
、
く
だ
か
ま
ん
じ
ゅ
ー
す
ー
や 

久
高
万
寿
主
は

ち
ゅ
ら
ゆ
ー
べ
ー 

 
 

美
し
い
妾
を

と
ぅ
め
て
ぃ
て
ん
ど
ー 

 
 

求
め
た
っ
て
さ

ヨ
ー
タ
マ
ク
ガ
ニ 

 
 

[

囃
子]

く
ゆ
い
ぬ
は
な
し
ぬ
う
ー
む
っ
さ 

今
宵
の
話
は
面
白
い
だ
ろ
う
な

ス
リ
サ
ー
サ
ー
エ
イ
ス
リ
サ
ー
サ
ー 

[

囃
子]

〔
以
下
、
省
略
〕

（
エ
）
エ
イ
サ
ー
と
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
の
地
謡
と
踊
り

こ
こ
で
は
、
男
女
混
成
の
手
踊
り
エ
イ
サ
ー
、
男
性
の
締
太
鼓
エ
イ
サ
ー
、
男
性
の
パ
ー
ラ
ン
鼓
エ
イ
サ
ー
、
女
性
の
み
の
手
踊
り

（
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
）
に
つ
い
て
述
べ
る
。【
註
⑤
】

①
男
女
混
成
の
手
踊
り
エ
イ
サ
ー

現
在
で
は
主
に
本
部
町
、
今
帰
仁
村
、
名
護
市
な
ど
本
部
半
島
周
辺
に
分
布
す
る
。
男
性
の
三
線
演
唱
に
合
わ
せ
て
、
男
女
の
踊

り
手
衆
が
共
通
所
作
で
手
踊
り
を
す
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
部
町
伊
野
波
で
は
、
地
謡
が
歌
三
線
一
名
、
太
鼓
（
大
太
鼓
と
締
め
太
鼓
）
一
名
で
、
踊
り
手
が
二
十
数

名
で
あ
る
。
な
お
、
屋
取
（
ヤ
ー
ド
ゥ
イ
。
首
里
、
那
覇
に
定
職
が
な
く
地
方
に
移
住
し
た
士
族
の
集
落
）
の
中
に
は
、
戦
後
し

ば
ら
く
ま
で
女
性
は
参
加
し
な
い
所
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
伊
野
波
の
エ
イ
サ
ー
歌
を
紹
介
す
る
。
歌
三
線
と
踊
り
手
が
交
互
に
歌
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う
歌
唱
法
で
あ
る
。
演
唱
さ
れ
る
曲
目
の
中
か
ら
歌
唱
法
の
事
例
と
し
て
「
か
ま
や
し
な
ー
節
」
を
取
り
あ
げ
る
。

か
ま
や
し
な
ー
節

〔
歌
詞
〕 

 
 

 

〔
歌
意
〕

［
歌
三
線
］

サ
ン
カ
マ
ヤ
シ
ナ
ー
カ
マ
ヤ
シ
ナ
ー 

 
[

囃
子]

［
踊
り
手
］

サ
ン
カ
マ
ヤ
シ
ナ
ー
カ
マ
ヤ
シ
ナ
ー 

 
[

囃
子]

［
歌
三
線
］

サ
ン
カ
マ
ヤ
シ
ナ
ー
シ
ラ
ン
シ
ヤ
ー 

 
[

囃
子]

シ
ラ
ン
シ
ヤ
ー[

囃
子]

ゆ
て
ぃ
く
ー
か
ん
く
ー
わ
ん
な
ら
さ
ー  
寄
っ
て
来
い
、
私
が
教
え
よ
う

［
踊
り
手
］

サ
ー
サ
ー 

 
 

 
[

囃
子]

ゆ
て
ぃ
く
ー
か
ん
く
ー
わ
ん
な
ら
さ
ー  

寄
っ
て
来
い
、
私
が
教
え
よ
う

カ
マ
ヤ
シ
ナ
ー 

 
 

 
[

囃
子]

サ
ン
カ
マ
ヤ
シ
ナ
ー
カ
マ
ヤ
シ
ナ
ー 

 
[

囃
子]

［
歌
三
線
］
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く
ん
じ
ゃ
ん
ぬ
さ
ち
か
ら  

 

国
頭
の
崎
か
ら

ふ
に
ん
じ
ゃ
ち
ー
ふ
に
ん
じ
ゃ
ち
ー 

舟
を
出
し
て
、
舟
を
出
し
て

う
ん
て
ぃ
ん
み
な
と
ぅ
に  

 

運
天
港
に

は
い
く
ま
ち 

 
 

走
り
込
ま
せ
て

［
踊
り
手
］

サ
ー
サ
ー 

 
 

[

囃
子]

う
ん
て
ぃ
ん
み
な
と
ぅ
に  

 

運
天
港
に

は
い
く
ま
ち 

 
 

走
り
込
ま
せ
て

カ
マ
ヤ
シ
ナ
ー 

 
 

[

囃
子]

サ
ン
カ
マ
ヤ
シ
ナ
ー
カ
マ
ヤ
シ
ナ
ー 

[
囃
子]

〔
以
下
、
省
略
〕

②
男
性
の
締
太
鼓
エ
イ
サ
ー

沖
縄
本
島
中
部
各
市
町
村
で
も
っ
と
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
。
男
性
数
人
の
三
線
演
唱
に
合
わ
せ
て
男
性
の
踊
り
手
衆
が
締
太
鼓
を

打
ち
な
が
ら
踊
る
。
女
子
、
あ
る
い
は
男
女
ペ
ア
の
手
踊
り
衆
が
後
に
続
く
こ
と
が
多
い
（
殊
に
戦
後
増
え
た
）。

屋
取
集
落
に
は
、
嘉
手
納
町
（
元
、
北
谷
村
）
千
原
な
ど
、
今
日
で
も
女
性
が
参
加
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

③
男
性
の
パ
ー
ラ
ン
鼓
エ
イ
サ
ー

沖
縄
本
島
中
部
の
う
ち
、
主
に
与
勝
半
島
で
演
じ
ら
れ
る
。
特
に
戦
後
、
与
勝
以
外
に
も
地
域
を
や
や
拡
大
し
て
き
た
。
男
性
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数
人
の
三
線
演
唱
に
合
わ
せ
て
、
男
性
の
踊
り
手
衆
が
パ
ー
ラ
ン
鼓
を
打
ち
な
が
ら
踊
る
。
男
女
ペ
ア
の
手
踊
り
衆
が
後
に
続

く
こ
と
が
多
い
が
、
概
し
て
所
作
も
太
鼓
衆
と
は
全
く
別
に
振
付
け
ら
れ
て
お
り
、
控
え
目
で
、
明
ら
か
に
副
次
的
な
位
置
に

あ
る
こ
と
が
多
い
。

④
ち
ょ
ん
だ
ら
ー
、
ち
ょ
う
ー
ぎ
な
ー
と
称
さ
れ
る
道
化
役
が
付
く
こ
と
が
あ
る
。

⑤
女
性
の
み
の
手
踊
り
（
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
）

 

沖
縄
本
島
北
部
西
海
岸
（
国
頭
村
、
大
宜
味
村
）
に
の
み
分
布
す
る
。
女
性
の
金
鋲
止
め
両
面
張
り
鼓
（
本
来
は
締
め
太
鼓
）
の

叩
き
歌
に
合
わ
せ
て
、
女
性
の
踊
り
手
衆
が
右
手
指
に
手
巾
を
挟
み
な
が
ら
手
踊
り
を
行
う
。
男
性
は
も
っ
ぱ
ら
観
客
で
あ
る
。

な
お
、
現
在
、
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
を
踊
っ
て
い
る
村
落
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

（
オ
）
エ
イ
サ
ー
の
音
曲

① 

本
部
町
伊
野
波
＝
「
二
合
小
」「
念
仏
」「
久
高
」「
い
ち
ゅ
び
小
」「
て
ん
よ
ー
」「
糸
満
人
」「
稲
摺
り
節
」「
目
出
度
節
」「
海
や

か
ら
ー
」「
遊
び
ぬ
清
ら
さ
や
」「
か
ま
や
し
な
ー
節
」「
国
頭
船
か
ら
」「
だ
ん
く
」「
果
報
ぬ
島
ど
ー
」「
十
七
八
節
」。

② 

沖
縄
市
諸
見
里
＝
「
七
月
節
」「
久
高
万
寿
主
」「
す
ー
り
東
」「
て
ん
よ
ー
」「
と
ぅ
ー
た
ん
か
ー
に
」「
い
ち
ゅ
び
小
」「
海
や
か

ら
ー
」「
か
た
み
節
」「
安
里
屋
ゆ
ん
た
」「
唐
船
ど
ー
い
」

③ 

北
谷
町
謝
苅
＝
「
北
谷
村
」「
仲
順
流
れ
」「
久
高
節
」「
花
ぬ
風
車
」「
て
ん
よ
ー
節
」「
い
ち
ゅ
び
小
」「
今
帰
仁
ぬ
」「
だ
い
さ

な
じ
ゃ
ー
」「
唐
船
ど
ー
い
」

④ 

読
谷
村
字
楚
辺
＝
「
久
高
ま
ん
じ
ゅ
主
」「
念
仏
」「
す
ー
り
ー
東
」「
浜
千
鳥
」「
七
月
ぬ
ー
」「
と
ぅ
ー
た
ん
が
ー
に
ー
」「
越
来

節
」「
南
嶽
節
」「
い
ち
ゅ
び
小
節
」「
徳
利
小
」「
今
帰
仁
城
」「
作
た
る
米
」「
唐
船
ど
ー
い
」
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⑤ 

嘉
手
納
町
千
原
（
旧
北
谷
間
切
）
＝
「
久
高
節
」「
仲
順
流
れ
」「
越
来
よ
ー
」「
い
ち
ゅ
び
小
節
」「
伊
集
の
が
ま
く
小
節
」「
収

納
奉
行
」「
唐
船
ど
ー
い
」

⑥ 
う
る
ま
市
平
敷
屋
＝
「
秋
の
踊
り
」「
七
月
節
」「
二
合
小
」「
し
ゅ
ー
ら
節
」「
南
嶽
節
」「
花
咲
か
さ
節
」「
肝
が
な
さ
節
」

（
カ
）
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
の
音
曲

① 

国
頭
村
与
那
＝
「
七
月
念
仏
」「
黒
髻
」「
高
離
島
」「
与
那
節
」「
赤
田
門
」「
す
ー
り
東
」「
伊
集
ぬ
が
ま
く
小
」「
は
り
こ
ー
や

ま
こ
ー
」「
花
ぬ
風
車
」「
海
や
か
ら
ー
」「
八
重
山
節
」「
今
帰
仁
ぬ
城
」「
と
ぅ
ー
た
ん
が
に
」「
安
波
ぬ
は
ん
た
な
べ
」「
伊
舎

堂
前
」「
泊
高
橋
」「
小
禄
豊
見
城
」「
て
ん
よ
ー
」「
久
高
万
寿
主
」「
唐
船
ど
ー
い
」（「
加
那
よ
ー
節
」
も
歌
っ
て
い
た
。）

二
、
ア
ン
ガ
マ

（
一
）
四
箇
字
の
ア
ン
ガ
マ

盆
に
後
生
か
ら
や
っ
て
来
る
祖
霊
お
よ
び
祖
霊
が
演
じ
る
芸
能
が
ア
ン
ガ
マ
で
あ
る
。
こ
の
ア
ン
ガ
マ
に
は
二
つ
の
系
統
が
あ
る
。

「
一
つ
は
各
離
島
及
び
農
村
各
部
落
、
即
ち
平
民
部
落
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
、
又
八
重
山
の
首
邑
た
る
石
垣
町
の
治
者
階
級
で
あ

っ
た
士
族
だ
け
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。【
註
⑥
】
後
者
は
石
垣
市
の
四し

箇か

字あ
ざ

（
登
野
城
、
大
川
、
石
垣
、
新
川
）
で
演

じ
ら
れ
る
ア
ン
ガ
マ
を
指
し
て
お
り
、
前
者
は
四
箇
字
以
外
の
村
落
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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（
ア
）
ア
ン
ガ
マ
の
衣
裳
や
仮
面

四
箇
字
は
、
木
彫
の
仮
面
を
被
り
、
紺
地
や
灰
色
の
上
布
や
芭
蕉
布
の
着
物
を
着
用
し
た
ウ
シ
ュ
マ
イ
（
翁
）
と
ン
ミ
ー
（
媼
）

が
、
浴
衣
姿
で
手
ぬ
ぐ
い
で
頬
被
り
を
し
て
ク
バ
（
ビ
ロ
ウ
）
笠
を
被
り
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
仮
装
し
た
多
数
の
男
女
の
踊
り
手

（
眷
属
）
を
引
き
連
れ
て
、
ア
ン
ガ
マ
の
来
訪
を
乞
わ
れ
た
家
々
を
訪
れ
る
。「
ア
ン
ガ
マ
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
は
翁
と
媼

で
あ
る
。
翁
と
媼
の
存
在
こ
そ
が
『
士
族
ア
ン
ガ
マ
』
の
一
大
特
徴
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。【
註
⑦
】

な
お
、
登
野
城
の
場
合
、
ウ
シ
ュ
マ
イ
、
ン
ミ
ー
、
眷
属
た
ち
は
、
か
つ
て
竹
の
葉
柄
で
に
わ
か
に
作
っ
た
面
を
被
っ
て
い
た
と
も

い
わ
れ
る
。
一
説
に
、
芭
蕉
の
葉
で
作
っ
た
と
も
い
う
。
ま
た
、
眷
属
は
か
つ
て
は
、
芭
蕉
布
の
着
物
を
ミ
ン
サ
ー
帯
で
締
め
、
手
ぬ

ぐ
い
で
頬
被
り
を
し
て
ク
バ
笠
を
被
り
、
竹
の
葉
柄
に
眼
・
鼻
・
口
を
刳
り
貫
い
た
仮
面
を
被
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。【
註

⑧
】一

九
二
三
年
に
第
二
回
目
の
沖
縄
採
訪
調
査
を
し
た
折
口
信
夫
は
、
同
年
八
月
に
登
野
城
で
ア
ン
ガ
マ
の
調
査
を
し
て
い
る
。
そ
の

と
き
の
覚
書
に
は
衣
裳
や
仮
面
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
覚
書
に
記
さ
れ
て
い
る
衣
裳
や
仮

面
の
状
況
は
、
一
九
二
三
年
当
時
の
も
の
で
あ
る
。【
註
⑨
】

　

昔
の
も
の
は
、
芭
蕉
の
葉
を
裂
い
て
び
ら
び
ら
に
し
て
顔
に
あ
て
ゝ
来
た
の
が
、
仮
面
に
な
り
、
そ
れ
が
つ
ひ
近
年
禁
ぜ
ら

れ
て
顔
を
出
す
こ
と
に
な
つ
た
が
、
手
拭
や
木
綿
で
顔
を
包
ん
で
目
ば
か
り
出
し
た
の
や
目
口
鼻
を
書
い
た
の
な
ど
が
ゐ
る
。

ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
が
仮
面
を
し
て
い
た
こ
と
や
、
ア
ン
ガ
マ
の
一
団
が
仮
装
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
折
口
が
調
査
を
し
た

大
正
年
間
も
現
在
も
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
仮
装
の
仕
方
が
現
在
は
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
た
り
、
浴
衣
姿
で
あ
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
変
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わ
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
盆
踊
り
を
含
め
て
舞
踊
や
狂
言
、
組
踊
等
々
の
民
俗
芸
能
は
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
に
よ
っ
て
、
そ
の
時

ど
き
の
人
々
の
嗜
好
や
感
性
で
衣
裳
の
色
や
デ
ザ
イ
ン
等
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
芸
能
が
生
き
て
い
る
証
で
あ
り
、

宿
命
で
も
あ
る
。

な
お
、
四
箇
字
で
は
、
仮
面
の
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
は
遠
い
祖
先
、
仮
装
し
た
眷
属
は
近
い
先
祖
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

（
イ
）
ア
ン
ガ
マ
の
芸
能

家
を
訪
れ
る
と
主
人
の
招
き
に
よ
り
、
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
を
先
頭
に
し
て
、
地
謡
、
踊
り
手
の
順
に
座
敷
に
あ
が
る
。
一
番

座
、
二
番
座
の
縁
側
に
お
よ
そ
三
十
名
ほ
ど
の
ア
ン
ガ
マ
一
団
が
円
陣
を
つ
く
る
よ
う
に
し
て
す
わ
る
。
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
は
円

陣
の
中
に
い
る
。
主
人
が
仏
壇
の
香
炉
に
線
香
を
立
て
る
と
、
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
が
仏
壇
の
前
で
、
そ
の
家
の
繁
栄
な
ど
の
祝
言

を
述
べ
る
。

二
〇
〇
七
年
に
調
査
し
た
登
野
城
の
Ｙ
さ
ん
宅
の
事
例
を
み
て
み
よ
う
。
午
後
七
時
。
ア
ン
ガ
マ
一
団
が
「
道
行
歌
」
の
演
奏
で
Ｙ

さ
ん
宅
を
訪
れ
る
。
当
主
夫
妻
と
当
主
の
弟
、
当
主
の
息
子
（
小
学
校
四
年
生
）
が
玄
関
で
ア
ン
ガ
マ
一
団
を
迎
え
る
。
ウ
シ
ュ
マ
イ

が
方
言
で
「
お
招
き
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
、
到
着
し
ま
し
た
。」
と
唱
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
当
主
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
上
が
り
く
だ
さ
い
。」
と
方
言
で
い
っ
て
座
敷
へ
案
内
す
る
。
そ
し
て
地
謡
（
歌
三
線
四
名
・
笛
一
名
・
太
鼓
一
名
）、

踊
り
手
（
二
十
一
名
）
の
眷
属
が
座
敷
に
上
が
る
。
眷
属
は
床
の
間
、
仏
壇
の
前
を
通
っ
て
左
廻
り
で
座
敷
を
一
周
す
る
。
地
謡
は
一

番
座
の
縁
側
に
座
る
。

ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
は
仏
壇
の
前
へ
進
む
。
ウ
シ
ュ
マ
イ
が
当
主
に
、
香
炉
に
線
香
を
立
て
る
よ
う
に
指
示
し
、
当
主
は
線
香
を

立
て
る
。
仏
壇
に
向
か
っ
て
左
側
に
ウ
シ
ュ
マ
イ
、
右
側
に
ン
ミ
ー
が
並
ん
で
座
り
、
二
人
は
合
掌
す
る
。
ウ
シ
ュ
マ
イ
が
こ
れ
か
ら
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シ
ョ
ッ
コ
ー
（
焼
香
）
を
行
う
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
シ
ョ
ッ
コ
ー
と
は
ウ
シ
ュ
マ
イ
の
口
上
の
こ
と
で
あ
る
。
シ
ョ
ッ
コ
ー
は
方
言

で
唱
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
共
通
語
で
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。
①
仏
壇
の
お
供
え
の
飾
り
が
と
て
も
素
晴
ら
し
い
。
②
今
度
、
家

を
新
築
し
た
こ
と
を
先
祖
に
告
げ
、
新
築
し
た
こ
と
当
主
は
と
て
も
親
孝
行
で
あ
る
の
で
、
子
孫
に
健
康
と
繁
栄
を
も
た
ら
し
て
く
だ

さ
い
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
Ｙ
さ
ん
は
、
登
野
城
で
は
新
築
し
た
年
は
ア
ン
ガ
マ
一
団
を
招
待
し
て
、
祝
福
し
て
も
ら
っ
て
い

る
、
と
話
し
て
い
た
。

述
べ
終
わ
る
と
、
地
謡
（
歌
三
線
・
笛
・
太
鼓
）
が
念
仏
歌
「
無ン

蔵ゾ
ー

念ニ
ン

仏
ブ
チ
ィ

節ブ
シ
ィ」

を
演
唱
し
、
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
は
念
仏
歌
に

合
わ
せ
て
踊
る
。
Ｙ
さ
ん
宅
で
は
第
二
節
ま
で
演
唱
し
、
踊
っ
て
い
た
。
踊
り
終
え
る
と
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
は
一
番
座
で
、
二
番

座
に
向
か
っ
て
座
る
。
二
番
座
に
向
か
っ
て
右
側
に
ウ
シ
ュ
マ
イ
、
左
側
に
ン
ミ
ー
が
座
る
。
ア
ン
ガ
マ
一
団
は
全
員
座
布
団
に
座
っ

て
い
る
。

ウ
シ
ュ
マ
イ
の
衣
裳
は
、
灰
色
の
芭
蕉
布
の
着
物
、
黒
帯
、
手
拭
い
を
頭
か
ら
被
り
、
仮
面
を
つ
け
る
。
腰
に
手
拭
い
を
下
げ
て
い

る
。
右
手
に
ク
バ
（
ビ
ロ
ウ
）
製
団
扇
（
生
ク
バ
葉
製
）
を
持
つ
（
生
ク
バ
の
団
扇
は
葬
式
に
使
用
さ
れ
る
。）
裸
足
。
ン
ミ
ー
の
衣

裳
は
、
白
カ
カ
ン
（
下
裳
、
裙
）
に
灰
色
の
ド
ゥ
ジ
ン
（
胴
衣
）、
手
拭
い
を
頭
か
ら
被
り
、
仮
面
を
つ
け
る
。
生
ク
バ
葉
製
の
団
扇

を
持
つ
。
裸
足
。
眷
属
の
衣
裳
は
、
浴
衣
に
襷
掛
け
、
手
拭
い
を
頬
被
り
、
サ
ン
グ
ラ
ス
。
紅
の
作
り
花
を
五
つ
付
け
た
ク
バ
笠
を
被

る
。
白
足
袋
を
履
く
。

無
蔵
念
仏
節

〔
歌
詞
〕 

 
 

 
 

〔
歌
意
〕

一
、
う
や
ぬ
ヨ
ー
う
ぐ
ぬ
は
ふ
か
き
む
ぬ 

 

親
の
御
恩
は
深
い
も
の
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ち
ち
ぐ
ぬ
う
ぐ
ぬ
は
や
ま
た
か
さ 

 
 

父
御
の
御
恩
は
山
ほ
ど
の
高
さ
だ

ふ
ぁ
ふ
ぁ
ぬ
う
ぐ
ぬ
は
う
み
ふ
か
さ 

 
 

母
御
の
御
恩
は
海
ほ
ど
の
深
さ
だ

二
、
や
ま
ぬ
た
か
さ
や
さ
わ
か
り
ん 

 
 

山
の
高
さ
は
測
れ
な
い

う
み
ぬ
ふ
か
さ
ん
さ
わ
か
り
る
ん 

 
 

海
の
深
さ
も
測
れ
な
い

ひ
る
や
ち
ち
ぐ
ぬ
あ
し
が
う
い 

 
 

昼
は
父
御
の
膝
の
上

〔
以
下
、
省
略
〕

ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
が
「
無
蔵
念
仏
節
」
を
踊
っ
た
後
、
所
定
の
席
に
座
る
と
ほ
ぼ
同
時
に
舞
踊
が
始
ま
る
。
そ
の
後
、
ウ
シ
ュ

マ
イ
と
ン
ミ
ー
は
、
庭
に
集
ま
っ
た
見
物
人
と
の
間
で
、
あ
の
世
に
つ
い
て
語
り
合
う
後
生
問
答
が
方
言
で
交
わ
さ
れ
る
が
、
本
稿
で

は
問
答
を
共
通
語
に
な
お
し
て
紹
介
す
る
。
眷
属
の
舞
踊
と
後
生
問
答
が
交
互
に
行
わ
れ
る
。
盆
は
後
生
の
行
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
、
見
物
人
と
の
問
答
は
す
べ
て
裏
声
で
語
ら
れ
る
。
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
に
質
問
す
る
見
物
人
は
、
手
拭
い

で
頬
被
り
を
し
て
庭
先
か
ら
問
い
か
け
る
。

ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
が
座
る
と
一
番
目
の
舞
踊
「
赤
馬
節
」
が
踊
ら
れ
る
。
踊
っ
て
い
る
間
に
、
Ｙ
さ
ん
の
奥
様
が
ウ
シ
ュ
マ
イ

と
ン
ミ
ー
に
飲
み
物
（
泡
盛
）
を
出
す
。
両
者
と
も
仮
面
を
被
っ
て
い
る
の
で
飲
み
物
用
の
コ
ッ
プ
に
は
ス
ト
ロ
ー
が
付
い
て
い
る
。

地
謡
と
踊
り
手
に
は
お
茶
と
黒
糖
を
出
し
た
。
踊
り
は
複
数
人
数
で
踊
ら
れ
る
。
踊
り
手
以
外
は
囃
子
や
掛
け
声
を
か
け
て
座
を
盛
り

あ
げ
る
。

Ｙ
さ
ん
宅
に
お
け
る
問
答
と
舞
踊
の
番
組
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
問
答
の
際
に
は
、
見
物
人
か
ら
ウ
シ
ュ
マ
イ
へ
の
質
問
な

の
か
、
そ
れ
と
も
ン
ミ
ー
へ
の
質
問
か
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
か
が
立
ち
上
が
っ
て
解
答
す
る
。
解
答
を
終
え
る
と
ウ
シ
ュ
マ
イ
も
ン
ミ
ー
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も
所
定
の
位
置
に
戻
っ
て
座
る
。
シ
ョ
ッ
コ
ー
も
含
め
て
、
舞
踊
と
問
答
の
Ｙ
さ
ん
宅
に
お
け
る
番
組
を
整
理
し
て
み
る
。
な
お
、
踊

り
手
は
男
女
混
成
で
あ
る
。

①
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
の
シ
ョ
ッ
コ
ー
（
口
上
）

②
舞
踊
「
無
蔵
念
仏
節
」
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
の
二
名
で
、
右
手
に
ク
バ
団
扇
を
持
っ
て
踊
る
。

③
舞
踊
「
赤
馬
節
」
二
名
で
、
両
手
に
扇
子
を
持
っ
て
踊
る
。

④ 

ウ
シ
ュ
マ
イ
、
ン
ミ
ー
と
見
物
人
の
問
答
（
以
下
、
問
答
と
す
る
）。
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。〈
見
物
人
〉
仏
壇
に
提
灯
が
二
つ
あ

る
が
、
一
つ
は
回
転
し
て
い
な
い
。
ど
う
し
て
な
の
か
。〈
ウ
シ
ュ
マ
イ
〉（
提
灯
の
中
を
の
ぞ
い
て
、
照
明
器
具
が
傾
い
て
い
る

こ
と
に
気
付
い
て
）
こ
の
提
灯
は
寝
て
い
る
。
だ
か
ら
回
ら
な
い
の
だ
。
電
気
料
金
を
滞
納
し
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
よ
。

⑤
舞
踊
「
桃
里
節
」
二
名
で
、
手
踊
り
。

⑥ 

問
答
。〈
見
物
人
〉
香
炉
の
脚
は
な
ぜ
三
本
な
の
か
。〈
ン
ミ
ー
〉
香
炉
の
脚
は
元
は
四
本
で
あ
っ
た
。
犬
は
三
本
足
だ
っ
た
。
犬

を
不
憫
に
思
っ
た
神
様
が
、
香
炉
の
脚
を
一
本
犬
に
あ
げ
た
。
だ
か
ら
、
犬
は
お
し
っ
こ
を
す
る
際
に
片
足
を
あ
げ
て
、
足
に
お

し
っ
こ
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
大
事
に
し
て
い
る
。

⑦
舞
踊
「
赤
ま
た
ー
節
」
二
名
で
、
両
手
に
扇
子
を
持
っ
て
踊
る
。

⑧ 

問
答
。〈
見
物
人
〉
Ｙ
さ
ん
宅
の
仏
壇
は
三
段
だ
が
、
我
が
家
の
仏
壇
は
二
段
で
あ
る
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
。〈
ウ
シ
ュ
マ

イ
〉
一
段
目
は
こ
の
家
の
ご
先
祖
様
が
座
り
、
二
段
目
は
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
が
座
る
。
三
段
目
は
閻
魔
王
が
座
る
。
よ
っ

て
、
三
段
が
正
し
い
。
お
前
さ
ん
の
家
の
二
段
仏
壇
を
改
築
し
て
、
早
く
三
段
仏
壇
に
し
な
さ
い
。
そ
う
し
な
い
と
天
国
に
は
行

け
な
い
よ
。

‒29‒



⑨
舞
踊
「
山
入
ら
ば
節
」
二
名
で
、
一
名
は
鍬
、
も
う
一
名
は
箆
の
小
道
具
を
持
っ
て
踊
る
。

⑩ 

問
答
。〈
Ｙ
さ
ん
の
息
子
〉
ア
ン
ガ
マ
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
た
の
か
。〈
ウ
シ
ュ
マ
イ
〉
あ
の
世
か
ら
や
っ
て
来
た
。
三
線
を
弾

い
た
り
踊
っ
た
り
し
て
い
る
者
は
、
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
の
子
供
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
世
で
悪
い
こ
と
を
し
た
ら
地
獄
へ
行

く
。
良
い
こ
と
を
し
た
ら
天
国
へ
行
け
る
。
だ
か
ら
君
も
良
い
こ
と
を
す
る
ん
だ
よ
。
そ
う
す
る
と
必
ず
天
国
に
行
け
る
よ
。

⑪
舞
踊
「
か
た
み
節
」
二
名
で
、
両
手
に
扇
子
を
持
っ
て
踊
る
。

⑫ 

問
答
。〈
見
物
人
〉
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
い
る
眷
属
た
ち
の
笠
に
、
五
つ
の
紅
い
花
が
付
い
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
は
何

か
。〈
ウ
シ
ュ
マ
イ
〉
後
生
か
ら
こ
の
世
に
来
る
と
き
に
、
暗
く
な
っ
て
も
は
ぐ
れ
な
い
た
め
の
目
印
と
し
て
紅
い
花
を
付
け
て

あ
る
。
後
生
に
帰
る
と
き
も
皆
の
目
印
と
な
っ
て
い
る
。

⑬
舞
踊
「
浜
千
鳥
」
四
名
で
、
手
踊
り
。

⑭ 

問
答
。〈
見
物
人
〉
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
の
踊
り
を
見
て
み
た
い
。「
六
調
節
」
を
踊
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。〈
ウ
シ
ュ
マ
イ
〉

了
解
し
た
。

⑮ 

舞
踊
「
六
調
節
」。
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
二
人
で
踊
る
。
一
節
目
か
ら
三
節
目
ま
で
ウ
シ
ュ
マ
イ
が
踊
り
な
が
ら
囃
子
を
歌

う
。
四
節
目
に
ウ
シ
ュ
マ
イ
が
当
主
の
Ｙ
さ
ん
を
誘
い
出
し
、
一
緒
に
踊
る
。
家
族
や
親
戚
も
一
緒
に
踊
っ
て
五
節
目
で
終
了
す

る
。

六
調
節
が
終
わ
る
と
、
地
謡
は
「
道
行
歌
」
の
演
奏
を
始
め
る
。
ア
ン
ガ
マ
一
団
あ
立
ち
上
が
っ
て
踊
り
手
か
ら
先
に
外
へ
出
る
。

そ
れ
に
太
鼓
、
笛
、
三
線
が
続
き
、
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
は
最
後
に
家
を
出
る
。
訪
問
し
た
と
き
と
逆
の
順
序
で
家
を
出
る
の
で
あ

る
。
ア
ン
ガ
マ
一
団
は
次
の
家
を
訪
問
す
る
。
ア
ン
ガ
マ
一
団
が
い
と
ま
し
た
後
に
、
登
野
城
青
年
会
の
役
員
が
一
人
残
り
、
当
主
の
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Ｙ
さ
ん
か
ら
祝
儀
と
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
を
入
れ
た
袋
を
い
た
だ
く
。
Ｙ
さ
ん
が
青
年
会
役
員
に
御
礼
を
申
し
あ
げ
る
。
午
後
八
時
。
そ

の
後
、
Ｙ
さ
ん
の
家
族
や
親
戚
が
集
っ
て
宴
と
な
る
。

石
垣
市
字
石
垣
の
事
例
を
み
て
み
よ
う
。
二
〇
〇
八
年
に
Ｋ
さ
ん
宅
に
お
け
る
調
査
で
あ
る
。
午
後
八
時
五
分
に
Ｋ
さ
ん
宅
を
訪

れ
、
五
十
分
後
の
八
時
五
五
分
に
お
い
と
ま
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
口
上
を
含
め
て
問
答
と
舞
踊
の
番
組
を
紹
介
す
る
。
ア
ン
ガ
マ
一

団
は
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
の
ほ
か
に
、
歌
三
線
五
名
、
太
鼓
一
名
、
踊
り
手
三
十
名
で
あ
っ
た
。
踊
り
手
は
男
女
混
成
で
あ
る
。

①
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
の
口
上
。

②
舞
踊
「
無
蔵
念
仏
節
」
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
の
二
名
で
、
右
手
に
ク
バ
団
扇
を
持
っ
て
踊
る
。

③
舞
踊
「
赤
馬
節
」
三
名
で
、
両
手
に
扇
子
を
持
っ
て
踊
る
。

④
舞
踊
「
赤
ま
た
ー
節
」
二
名
で
、
右
手
に
陣
笠
を
持
っ
て
踊
る
。

⑤
問
答
、
ウ
シ
ュ
マ
イ
が
解
答
す
る
。

⑥
舞
踊
「
と
ぅ
ま
た
松
節
」
三
名
で
、
紫
長
巾
を
持
っ
て
踊
る
。
紫
長
巾
は
春
駒
の
意
。

⑦
舞
踊
「
あ
や
か
り
節
」
二
名
で
、
両
手
に
扇
子
を
持
っ
て
踊
る
。

⑧
舞
踊
「
川
良
山
節
」
三
名
で
、
鍬
の
小
道
具
を
持
っ
て
踊
る
。

⑨
問
答
、
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
に
質
問
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
解
答
し
た
。

⑩
舞
踊
「
殿
様
節
（
早
弾
き
）」
三
名
で
、
手
踊
り
。

⑪
舞
踊
「
安
里
屋
節
（
早
弾
き
）」
五
名
で
、
両
手
に
四
ツ
竹
を
持
っ
て
踊
る
。

⑫
問
答
、
ウ
シ
ュ
マ
イ
が
解
答
す
る
。
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⑬
舞
踊
「
石
垣
口
説
」
二
名
で
、
両
手
に
扇
子
を
持
っ
て
踊
る
。

⑭
舞
踊
「
山
崎
ぬ
あ
ぶ
じ
ゃ
ー
ま
節
」
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
二
名
で
踊
る
。

一
九
二
三
年
八
月
に
八
重
山
の
石
垣
島
の
登
野
城
で
ア
ン
ガ
マ
に
つ
い
て
調
査
を
し
た
折
口
信
夫
は
、
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
の
問

答
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。【
註
⑩
】

　

か
う
し
た
神
々
（
筆
者
注
・
ア
カ
マ
タ
や
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
ィ
）
の
来
ぬ
村
で
は
、
家
の
神
な
る
祖
先
の
霊
が
、
盂
蘭
盆
の
ま
つ
白

な
月
光
の
下
を
、
眷
属
大
勢
ひ
き
連
れ
て
来
て
、
家
々
に
あ
が
り
こ
む
。
此
は
考

ヲ
ト
コ
カ
タ

位
の
祖
先
の
代
表
と
謂
ふ
祖

オ
シ
ユ
メ
イ

父
と
、
妣

ヲ
ン
ナ
カ
タ

位
の
代
表

と
傳
へ
る
祖ア

ツ
パ
ア母

と
言
ふ
の
が
、
其
主
に
な
つ
て
居
る
。
大オ

人シ
ユ

前メ
イ

は
、
家
人
に
色
々
な
教
訓
を
与
へ
、
従
来
の
過
ち
・
手
落
ち
な
ど
を

咎
め
た
り
す
る
。
皆
顔
を
包
ん
で
仮
装
し
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
評
判
の
わ
る
い
家
な
ど
で
は
、
随
分
恥
を
か
か
せ
る
様
な
こ
と
も
言

ふ
。
其
家
で
は
、
此
に
心
尽
し
の
馳
走
を
す
る
。
眷
属
ど
も
は
楽
器
を
奏
し
、
芸
尽
し
な
ど
を
す
る
。
此
行
事
は
「
あ
ん
が
ま
あ
」

と
言
ふ
。（
以
下
、
省
略
）

ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
の
口
上
や
問
答
の
解
答
に
は
、
訪
れ
た
家
や
家
人
を
を
褒
め
た
り
祝
福
す
る
一
方
で
、
折
口
が
「
家
人
に

色
々
な
教
訓
を
与
え
」
る
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
家
人
を
激
励
し
た
り
諭
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
上
記
の
事
例
で
み
る
と
、
登

野
城
の
Ｙ
さ
ん
宅
で
は
、
⑩
問
答
で
Ｙ
さ
ん
の
息
子
の
ア
ン
ガ
マ
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
た
の
か
、
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
ウ
シ
ュ

マ
イ
が
あ
の
世
か
ら
や
っ
て
来
た
。
三
線
を
弾
い
た
り
踊
っ
た
り
し
て
い
る
者
は
、
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
の
子
供
た
ち
で
あ
る
。
こ

の
世
で
悪
い
こ
と
を
し
た
ら
地
獄
へ
行
く
。
良
い
こ
と
を
し
た
ら
天
国
へ
行
け
る
。
だ
か
ら
君
も
良
い
こ
と
を
す
る
ん
だ
よ
。
そ
う
す
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る
と
必
ず
天
国
に
行
け
る
よ
、
と
諭
し
、
激
励
し
て
い
る
。

Ｋ
さ
ん
宅
で
は
、
⑫
問
答
で
見
物
人
が
「
念
仏
歌
の
意
味
は
何
か
」
と
問
う
。
そ
れ
に
対
し
て
ウ
シ
ュ
マ
イ
は
「
親
が
生
き
て
い
る

孝
行
し
な
さ
い
。
親
孝
行
し
な
い
者
は
後
生
に
は
来
ら
れ
な
い
よ
。」
と
諭
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

各
家
で
の
演
技
は
約
一
時
間
ほ
ど
で
、
ア
ン
ガ
マ
の
芸
能
は
盆
の
三
晩
と
も
夕
方
か
ら
深
夜
ま
で
続
く
。

（
二
）
四
箇
字
以
外
の
ア
ン
ガ
マ

四
箇
字
以
外
の
ア
ン
ガ
マ
の
事
例
と
し
て
、
西
表
祖
納
の
ア
ン
ガ
マ
を
み
て
み
よ
う
。
二
〇
一
〇
年
Ｎ
さ
ん
宅
で
の
見
学
で
あ
る
。

祖
納
を
含
む
西
表
島
西
部
地
区
で
は
、
旧
暦
九
月
か
十
月
に
行
わ
れ
る
節
祭
に
婦
人
た
ち
が
踊
る
「
節
ア
ン
ガ
マ
（
節
ア
ン
ガ
ー
）」

が
あ
る
の
で
、
盆
行
事
で
踊
る
ア
ン
ガ
マ
を
「
盆
ア
ン
ガ
マ
」
と
称
し
て
区
別
し
て
い
る
。

盆
ア
ン
ガ
マ
は
座
敷
で
踊
ら
れ
る
。
踊
り
手
は
男
女
混
声
で
、
手
拭
い
で
頬
被
り
を
し
て
笠
を
被
り
、
左
手
を
腰
に
当
て
、
右
手
に

ク
バ
団
扇
を
持
っ
て
踊
る
。
四
箇
字
の
よ
う
に
仮
面
を
被
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
口
上
を
述
べ
る
こ
と
も
な
い
。
地
謡
は
歌
三
線
、

太
鼓
、
鉦
、
三
板
そ
れ
ぞ
れ
一
名
、
踊
り
手
は
九
名
で
あ
っ
た
。「
無
蔵
念
仏
節
」
の
演
唱
が
始
ま
る
と
、
踊
り
手
は
演
唱
に
合
わ
せ

て
裏
声
で
「
フ
イ
、
フ
イ
」
と
囃
す
。
三
板
奏
者
は
片
膝
を
つ
い
て
座
り
、
上
体
を
左
右
に
動
か
し
な
が
ら
打
つ
。
さ
ら
に
踊
り
手

は
、
各
節
を
歌
い
終
え
る
た
び
に
「
サ
ー
ヒ
ヤ
ル
ガ
ユ
イ
サ
ー
」
と
囃
子
を
入
れ
る
。

無
蔵
念
仏
節
は
十
三
節
ま
で
歌
詞
が
あ
る
。
十
一
節
ま
で
演
唱
し
終
え
る
と
、
ひ
と
ま
ず
無
蔵
念
仏
節
の
演
唱
は
終
わ
る
。
次
に
庭

で
待
機
し
て
い
た
踊
り
手
た
ち
が
座
敷
に
上
が
っ
て
踊
る
。
踊
り
終
え
る
と
次
の
曲
目
の
踊
り
手
と
交
替
し
、
座
敷
に
上
が
っ
て
踊

る
。
曲
目
は
「
か
ぎ
や
で
風
節
」「
祖
納
岳
節
」「
西
表
口
説
」「
ま
る
ま
盆
山
節
」「
浜
千
鳥
」「
六
調
節
」
等
で
あ
っ
た
。
各
舞
踊
と
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も
二
～
四
名
で
踊
り
、
最
後
の
六
調
節
だ
け
は
、
踊
り
手
全
員
と
家
人
も
加
わ
っ
て
踊
っ
て
い
た
。

舞
踊
が
終
わ
る
と
、
地
謡
は
無
蔵
念
仏
節
の
十
二
節
と
十
三
節
を
続
け
て
演
唱
す
る
。
十
三
節
を
演
唱
し
終
え
る
と
、
そ
の
家
で
の

盆
ア
ン
ガ
マ
は
終
了
し
、
次
の
家
を
訪
れ
る
。

三
、
エ
イ
サ
ー
、
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
と
ア
ン
ガ
マ
の
比
較
考
察

以
上
、
エ
イ
サ
ー
、
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
と
ア
ン
ガ
マ
の
上
演
場
所
、
衣
裳
、
楽
器
、
踊
り
等
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
れ
を
整
理
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

（
一
）
エ
イ
サ
ー
、
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞

①
上
演
場
所
は
、
エ
イ
サ
ー
お
よ
び
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
は
庭
や
広
場
な
ど
野
外
で
あ
る
。

② 

踊
り
手
に
つ
い
て
、
エ
イ
サ
ー
お
よ
び
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
は
、
締
め
太
鼓
や
パ
ー
ラ
ン
鼓
を
打
ち
な
が
ら
踊
る
男
衆
と
、
男
性
だ
け

あ
る
い
は
男
女
ペ
ア
の
手
踊
り
衆
、
そ
し
て
金
鋲
止
め
両
面
張
り
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
踊
る
女
性
だ
け
の
踊
り
衆
に
分
類
さ

れ
る
。
エ
イ
サ
ー
の
踊
り
手
は
手
踊
り
の
ほ
か
、
四
つ
竹
や
扇
子
、
手
巾
な
ど
を
持
っ
て
踊
る
。
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
の
踊
り
手
も
手

踊
り
の
ほ
か
、
四
つ
竹
や
扇
子
、
手
巾
な
ど
を
持
っ
て
踊
る
。

③ 

エ
イ
サ
ー
お
よ
び
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
の
踊
り
手
は
、
演
技
が
始
ま
っ
て
終
了
す
る
ま
で
、
演
唱
曲
が
替
わ
っ
て
も
踊
り
手
が
入
れ
替

わ
る
こ
と
は
こ
と
は
な
い
。

④
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
、
チ
ョ
ー
ギ
ナ
ー
と
称
さ
れ
る
道
化
役
が
登
場
す
る
こ
と
が
あ
る
。
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⑤ 

エ
イ
サ
ー
の
音
曲
の
構
成
は
、
冒
頭
に
念
仏
歌
を
演
唱
し
、
以
後
、
民
謡
を
数
曲
、
そ
し
て
演
舞
最
後
は
「
唐
船
ど
ー
い
」
の
よ

う
に
早
弾
き
で
、
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
（
乱
舞
）
向
け
の
音
曲
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

⑥ 
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
の
音
曲
の
構
成
は
、
冒
頭
に
「
念
仏
歌
」
を
歌
う
。
そ
の
後
は
テ
ン
ポ
の
遅
い
曲
と
速
い
曲
と
が
交
互
に
歌
わ

れ
、
最
後
は
テ
ン
ポ
の
速
い
曲
（
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
歌
）
で
「
唐
船
ど
ー
い
」
や
「
加
那
よ
ー
節
」
な
ど
が
歌
わ
れ
る
。

⑦ 

エ
イ
サ
ー
お
よ
び
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
の
歌
舞
の
構
成
は
、
テ
ン
ポ
の
遅
い
音
曲
で
始
ま
り
、
テ
ン
ポ
の
速
い
音
曲
で
終
了
す
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

⑧
地
謡
が
演
舞
中
に
入
れ
替
わ
る
こ
と
は
な
い
。

（
二
）
ア
ン
ガ
マ

①
ア
ン
ガ
マ
の
上
演
場
所
は
座
敷
（
家
内
）
で
あ
る
。

② 

ア
ン
ガ
マ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
士
族
ア
ン
ガ
マ
」
と
「
平
民
ア
ン
ガ
マ
」
が
あ
り
、
木
彫
の
仮
面
を
被
る
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー

が
登
場
す
る
の
は
士
族
ア
ン
ガ
マ
で
あ
る
。

③ 

ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
の
口
上
に
は
、
訪
れ
た
家
や
家
人
を
を
褒
め
た
り
祝
福
す
る
一
方
で
、
家
人
を
激
励
し
た
り
諭
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
る
。

④
ア
ン
ガ
マ
一
団
は
、
手
拭
い
で
頬
被
り
を
し
た
り
、
笠
を
被
っ
た
り
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
た
り
し
て
変
装
す
る
。

⑤ 

ア
ン
ガ
マ
は
、
男
女
ペ
ア
の
踊
り
手
で
あ
る
が
、
踊
る
際
に
は
女
性
の
ペ
ア
、
男
女
の
ペ
ア
に
分
類
さ
れ
る
。
踊
り
手
は
手
踊
り

の
ほ
か
に
扇
子
や
鍬
・
箆
・
鎌
な
ど
の
農
具
類
、
漁
具
の
網
な
ど
の
小
道
具
を
持
っ
て
踊
る
。

⑥
ア
ン
ガ
マ
は
、
一
曲
ご
と
に
踊
り
手
が
入
れ
替
わ
る
。
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⑦
地
謡
は
、
演
舞
中
に
入
れ
替
わ
る
こ
と
は
な
い
。

⑧ 

音
曲
の
構
成
は
、
冒
頭
に
念
仏
歌
（
無
蔵
念
仏
節
ほ
か
）
を
演
唱
し
、
そ
の
後
は
テ
ン
ポ
の
遅
い
曲
と
速
い
曲
を
お
り
ま
ぜ
て
演

唱
す
る
。
以
後
は
テ
ン
ポ
の
速
い
曲
（
モ
ー
ヤ
ー
歌
）「
六
調
節
」
な
ど
が
演
唱
さ
れ
る
。

⑨
ア
ン
ガ
マ
の
歌
舞
の
構
成
は
、
テ
ン
ポ
の
遅
い
音
曲
で
始
ま
り
、
テ
ン
ポ
の
速
い
音
曲
で
終
了
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
エ
イ
サ
ー
、
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
、
ア
ン
ガ
マ
の
歌
舞
の
相
違
点
は
、
①
公
開
（
上
演
）
場
所
が
エ
イ
サ
ー
と
シ
チ

グ
ヮ
チ
舞
は
野
外
（
庭
や
広
場
、
道
路
）
で
あ
り
、
ア
ン
ガ
マ
は
座
敷
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
②
踊
り
方
と
し
て
、
エ
イ
サ
ー
と

シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
は
、
演
技
が
始
ま
っ
て
終
了
す
る
ま
で
踊
り
手
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
は
な
い
が
、
ア
ン
ガ
マ
は
一
曲
ご
と
に
踊
り
手
が

入
れ
替
わ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
三
者
の
共
通
点
は
、
歌
曲
の
構
成
が
「
念
仏
歌
」
で
始
ま
り
、
テ
ン
ポ
の
遅
い
曲
と
テ
ン
ポ
の
速
い

曲
を
お
り
ま
ぜ
て
演
唱
さ
れ
、
最
後
は
テ
ン
ポ
の
速
い
曲
「
唐
船
ど
ー
い
」
や
「
六
調
節
」
で
賑
や
か
に
踊
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。こ

れ
ら
の
相
違
点
お
よ
び
共
通
点
を
含
め
て
、
エ
イ
サ
ー
、
シ
チ
グ
ヮ
チ
舞
、
ア
ン
ガ
マ
の
歌
舞
を
取
り
あ
げ
て
、
項
目
ご
と
に
整

理
し
て
一
覧
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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【
一
覧
表
】

エ
イ
サ
ー

シ
チ
グ
ヮ
チ
舞

ア
ン
ガ
マ

上
演
時
期

旧
暦
七
月
十
三
日
～
十
五
日
、

夕
刻
か
ら
深
夜
に
か
け
て
行

う
。

旧
暦
七
月
十
三
日
～
十
五
日
、

昼
間
か
ら
午
後
九
時
頃
に
か
け

て
行
う
。
※
現
在
、
ほ
と
ん
ど

の
地
域
で
上
演
さ
れ
て
い
な

い
。

旧
暦
七
月
十
三
日
～
十
五

日
、
夕
刻
か
ら
深
夜
に
か
け

て
行
う
。

公
開
（
上
演
）

場
所

野
外
。
庭
や
広
場
、
広
い
道
路

な
ど
。

野
外
。
庭
や
広
場
な
ど
。

座
敷
。
一
番
座
と
二
番
座
の

仕
切
り
を
取
っ
て
、
広
々
と

使
用
す
る
。

踊
り
の
形
態

円
陣
の
輪
踊
り
と
縦
列
の
行
列

踊
り
。

円
陣
の
輪
踊
り
。

座
敷
踊
り
。

地
謡

歌
三
線
（
数
名
）。

鼓
打
ち
が
歌
唱
者
と
な
る
。
三

線
は
使
用
し
な
い
。

歌
三
線
（
一
～
数
名
）、
笛

（
一
名
）、
太
鼓
（
一
名
）。
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演
者

・
男
性
数
名
の
大
太
鼓
と
十
数

名
の
締
太
鼓
、
も
し
く
は
パ
ー

ラ
ン
鼓
打
ち
。

・
二
十
数
名
の
男
女
ペ
ア
の
踊

り
手
、
も
し
く
は
男
性
の
み
の

踊
り
手
。

・
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
、
チ
ョ
ー
ギ

ナ
ー
と
称
さ
れ
る
道
化
役
が
登

場
す
る
こ
と
が
あ
る
。。

女
性
の
み
の
踊
り
手
で
あ
る
。

・
四
箇
字
（
い
わ
ゆ
る
士
族
）

ア
ン
ガ
マ
は
、
木
彫
の
仮
面

を
被
っ
た
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン

ミ
ー
、
踊
り
手
二
十
数
名
。

・
い
わ
ゆ
る
平
民
ア
ン
ガ
マ

は
、
ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー

は
登
場
せ
ず
、
踊
り
手
が
十

数
名
。

踊
り
方

・
歌
三
線
の
演
唱
に
合
わ
せ

て
、
太
鼓
の
演
技
も
男
女
ペ
ア

お
よ
び
男
性
の
手
踊
り
も
踊
ら

れ
る
。

・
曲
目
に
よ
っ
て
手
踊
り
、
扇

子
、
四
つ
竹
、
手
巾
な
ど
を
持

っ
て
踊
る
こ
と
が
あ
る
。

・
演
技
が
始
ま
っ
て
終
了
す
る

ま
で
、
踊
り
手
が
入
れ
替
わ
る

こ
と
は
な
い
。

・
鼓
打
ち
の
演
唱
に
合
わ
せ
て

踊
る
。

・
曲
目
に
よ
っ
て
手
踊
り
、
扇

子
、
四
つ
竹
、
手
巾
な
ど
を
持

っ
て
踊
る
こ
と
が
あ
る
。

・
演
技
が
始
ま
っ
て
終
了
す
る

ま
で
、
踊
り
手
が
入
れ
替
わ
る

こ
と
は
な
い
。

・
四
箇
字
の
ア
ン
ガ
マ
で
は
、

ウ
シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
は
口

上
以
外
に
踊
り
も
踊
る
。

・
男
女
ペ
ア
の
踊
り
で
は
、
一

曲
ご
と
に
踊
り
手
が
入
れ
替

わ
る
。

・
踊
り
手
は
手
踊
り
の
ほ
か
に

扇
子
や
鍬
・
箆
・
鎌
な
ど
の

農
具
類
、
漁
具
の
網
な
ど
の

小
道
具
を
持
っ
て
踊
る
。
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曲
目
の
構
成

冒
頭
で
「
念
仏
歌
」
を
演
唱

し
、
以
後
、
民
謡
を
数
曲
演

唱
。
そ
し
て
演
舞
最
後
は
「
唐

船
ど
ー
い
」
の
よ
う
に
早
弾
き

で
、
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
（
乱
舞
）

向
け
の
音
曲
が
用
い
ら
れ
、
踊

ら
れ
る
。

冒
頭
で
「
念
仏
歌
」
を
歌
う
。

そ
の
後
は
テ
ン
ポ
の
遅
い
曲
と

テ
ン
ポ
の
速
い
曲
が
交
互
に
歌

わ
れ
、
最
後
は
テ
ン
ポ
の
速
い

曲
で
「
唐
船
ど
ー
い
」
な
ど
が

歌
わ
れ
、
踊
ら
れ
る
。

冒
頭
に
「
念
仏
歌
」
演
唱
す

る
。
そ
の
後
は
テ
ン
ポ
の
遅

い
曲
と
テ
ン
ポ
の
速
い
曲
を

お
り
ま
ぜ
て
演
唱
さ
れ
、
最

後
は
テ
ン
ポ
の
速
い
曲
（
モ

ー
ヤ
ー
歌
）「
六
調
節
」
な
ど

が
演
唱
さ
れ
、
踊
ら
れ
る
。

【
註
①
】
横
山
重
編
纂
『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
四
、『
琉
球
史
料
叢
書
』
第
一
巻
所
収
、
一
四
〇
頁
、
一
九
七
二
年
、
東
京
美
術
発
行
。

【
註
②
】 

日
本
放
送
協
会
編
「
エ
イ
サ
ー
・
七
月
舞
」『
日
本
民
謡
大
観
（
沖
縄
奄
美
）
沖
縄
諸
島
篇
』
所
収
、
三
四
三
頁
、
一
九
九
一
年
、
日
本
放

送
出
版
協
会
発
行
。

【
註
③
】【
註
②
】
に
同
じ
。
三
四
三
～
三
四
四
頁
。

【
註
④
】【
註
②
】
に
同
じ
。
三
四
五
～
三
四
六
頁
。
な
お
、
歌
謡
は
筆
者
が
挿
入
し
た
。

【
註
⑤
】 

小
林
幸
男
「
エ
イ
サ
ー
の
分
類
」『
エ
イ
サ
ー
三
六
〇
度
－
歴
史
と
現
在
－
』
所
収
、
三
七
～
四
〇
頁
、
一
九
九
八
年
、
沖
縄
全
島
エ
イ
サ

ー
ま
つ
り
実
行
委
員
会
発
行
。
な
お
、
同
書
で
「
男
の
三
線
の
弾
き
歌
い
」
の
表
記
を
「
男
性
の
三
線
演
唱
」
と
い
う
よ
う
に
、
一
部
表
現

を
変
え
た
箇
所
が
あ
る
。
な
お
、
歌
謡
は
筆
者
が
挿
入
し
た
。

【
註
⑥
】
喜
舎
場
永
珣
著
『
八
重
山
民
俗
誌
上
巻
・
民
俗
篇
』
三
八
八
頁
、
一
九
七
七
年
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
発
行
。
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【
註
⑦
】
波
照
間
永
吉
著
『
南
島
祭
祀
歌
謡
の
研
究
』
七
六
四
頁
、
一
九
九
九
年
、
砂
小
屋
書
房
発
行
。

【
註
⑧
】
拙
稿
「
特
集
１
仮
面
」『
沖
縄
の
祭
祀
と
民
俗
芸
能
の
研
究
』
所
収
、
一
一
〇
四
頁
、
二
〇
〇
三
年
、
砂
小
屋
書
房
発
行
。

【
註
⑨
】
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
編
纂
「
沖
縄
採
訪
記
」《
あ
ん
が
ま
》
の
項
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
十
六
巻
所
収
、
一
四
〇
頁
、
一
九
八
四
年

新
訂
五
版
発
行
。

【
註
⑩
】
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
編
纂
「
古
代
生
活
の
研
究
」
五
祖
先
の
来
る
夜
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
巻
所
収
、
二
七
～
二
八
頁
、

一
九
八
四
年
新
訂
四
版
発
行
。
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